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平成２９年度第４回合志市教育委員会会議録（６月定例会） 

 

１ 会議期日  平成２９年６月２７日（火） 

２ 開議時刻  午後２時２５分 

３ 会議場所  西合志庁舎２階庁議室 

４ 出席委員  委員 髙見博英  委員 坂本夏実  委員 緒方克也 

 委員 塚本小百合 

５ 欠席委員   

６ 職務のために出席した者 

教育長     惠濃裕司 

        教育部長    鍬野文昭 

        学校教育課   田中正浩教育審議員 

角田賢治指導主事 

嶋﨑佳子指導主事 

                右田純司課長 

                上村祐一郎総務施設班長 

                齋藤正典主査 

        生涯学習課   北里利朗課長  

人権啓発教育課 飯開輝久雄課長 

 

○惠濃裕司教育長 

それでは、平成２９年度第４回教育委員会６月定例会を開催したいと思います。 

会議録の署名者につきましては、髙見教育長職務代理者、緒方委員にお願いしたい

と思います。それから、前回の会議録について、訂正はありませんので御承認をお願

いしたいと思っているところです。 

ここで、司会進行を髙見教育長職務代理者にお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

これからの進行につきましては、私のほうで進めていきたいと思います。 

日程１、教育長報告についてお願いいたします。 

惠濃教育長。 

 

○惠濃裕司教育長 

６月の教育長報告、動静のほうを御覧いただきたいと思います。主なものを申し上

げます。 

５月２９日 教育委員会定例会。 

３０日 市の奨学金選考委員会。西合志中学校区合同研修会。 
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３１日 西合志中央小学校、西合志東小学校の学校訪問。 

６月２日 合志南小学校、西合志南小学校の学校訪問。 

市の初任者・転入者人権教育研修会。 

５日 管内教育長会議。 

１０日 こうし子ども塾開講式。 

２３日 市の図書館協議会。市こども読書活動推進計画策定委員会。 

２４日 中体連の夏季大会。 

２６日 市の就学指導委員会。 

以上、動静を申し上げました。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

続きまして、６月の管内教育長会議の報告をお願いします。 

 

○惠濃裕司教育長 

それでは、６月５日にありました教育長会議の御報告をいたします。 

中島所長からでございます。教育事務所主催の教頭研修会から感じたこととして、

教頭は、校長や教諭のためにしっかり頑張っている自分を褒めてほしい。そして、こ

の先管理職選考をどうするのか考えてほしい。また、教職員を認め、褒め、次の主幹

教諭を育ててほしいと言われました。 

初任者研修、初任者に対しては、子どもと本気で遊び、語り合ってほしい。子ども

たちや保護者の思いを謙虚に受け止め、授業は下手であってもがむしゃらに頑張る、

そんな先生になってほしい。 

教育事務所の学校訪問からでございますけれども、校長の思いが学校の隅々に行き

渡っている。教頭、主幹教諭の動きがよいという話がありました。 

気になることは、電子黒板を使った授業がとても少ない。使わないともったいない。

大変効果があるのでぜひ活用を願う。それから、教師主導の授業はいまだに多い。意

識改革が必要である。 

管理職選考考査につきましては、４５歳から５５歳の受考を勧めてほしい。管理職

に魅力を感じていない教職員もいるので、学校経営の魅力を伝えることも大事である。

併せて女性の受考者も勧めてほしい。 

最後に、大雨に注意、防災意識を高めてほしいということでございます。 

森川管理主事からでございます。教育上の諸問題としましては、５月の交通事故は、

加害事故２件。被害事故２件ということです。 

それから、県が懲戒処分の指針を出しておりますが、初任者はそのことについて知

らないということでございますので、周知をぜひお願いしたいということでございま

す。 

管理職選考考査につきましては、校長が８月３１日、４３歳以上で１５年以上の教

職経験者。教頭は、９月２日、４０歳以上で１０年以上の教職経験を有する。これが
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資格になっています。 

それから、労働安全衛生法に基づく管理体制の充実についてということで、定時退

勤日の確実な実施をお願いしますということです。県下では 94.2％、菊池郡市は大変

よろしいということを聞いています。 

それから、学校訪問、総合訪問における学校人事課の帯同について、１１月１７日

は西合志東小学校の学校訪問がありますけども、事務職員の指導という部分で、その

ときに近隣校の事務職員も集めてくださいということでございました。 

続きまして、浦田指導課長のほうを申し上げます。 

いじめ、不登校、問題行動等の対応についてということで、いじめの認知について

は全力をあげて調査してくださいということです。子どもをしっかり見てほしい。日

常の行動観察、生活ノート、アンケート等を活用し、早期発見と速やかな対応による

解消を目指した取り組みを学校全体、組織で行うこと。見逃しと不適切な対応は、時

として命に関わる重大事案に発展することもある。対応の手続きを慎重に、丁寧に、

迅速に、学校と教育委員会の連携を密に、いじめは絶対許さないという姿勢を子ども

たちに示してほしい。ここに茨城県取手市の事案と書いてありますけれども、２年前

の１１月にここの中３の女子生徒が自殺をいたしました。その時、委員会がいじめを

認めなかった。しかし、最近になっていじめと認めた事案で、結果として、非常に保

護者に悲しみを与えたばかりで終わったということでございます。 

不登校の未然防止ということにつきましては、今取り組んでいる「愛の１・２・３」

＋１の確実な実施をということでございます。 

特に言われたことで、１校時の休み時間までに情報を共有してください。要するに、

誰が休んでいるのか、その休んだ生徒にはどう対応しているのか。そういったことを、

教職員全体が危機意識を持つようにということでございます。 
体罰の禁止につきましては、管理職による日常的に指導をということで、指導があ

りました。今のところ管内では、体罰はゼロであるということでございますけれども、

生徒指導に対する指導体制については、複数での指導が大事であるということです。 
３番目、特別支援教育の推進と充実のためにということで、特別支援学級の設置状

況の確認は、教育委員会が学校訪問するときにも気を付けて見てくださいということ

です。要するに、黒板、児童生徒の机、椅子、ロッカー、ランドセル、靴箱等に、こ

ういった子どもの名前が貼ってあるかということです。 
それから、特別支援学級を毎日使用している状況が、掲示物や時間割、学級通信か

らも見て取れるか。ほとんど交流授業になっていないか。 
それから、教育課程がそれぞれの障がい種、それぞれの子どもたちに個別に作成さ

れ、毎週実施されているか。自立活動について個別の年間指導計画が作成され、実施

されているか。 
それから、指導者（教諭、講師）と市町支援員の行動状況が見えるシフト表が作成

されているか。個別指導と交流事業が教室に明示されているか。要するに、障がいの

程度に応じた教育がきちんとなされているのか。それから、交流授業では誰がついて
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いるのか。県費負担教職員なのか、あるいは市費、そういうことがローテーションと

してきちんとシフト表が作成されているのかということについて御確認くださいとい

うことでございました。 
次に、各指導主事、社教主事からありましたけど、１点だけ申し上げます。 
５番目、城ヶ峰社会教育主事のくまもと「親の学び」プログラムの活用についてと

いうことで、親の学びプログラムトレーナーが菊池市は１０人おられます。大津町は

６人おられます。菊陽町も６人です。合志市は１人です。この数字を出されるたびに

私は肩身の狭い思いして教育長会議を聞いていますが、このような現状から今年は中

央公民館長の池田館長が親の学びプログラムのトレーナーの育成のための講座を後期

からされるということで、ＰＴＡを中心にこのトレーナーを合志市から複数あげてい

きたい。その講座に期待をしていきたいと思っているところでございます。 
あとは、御覧いただきたいと思います。 
以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今、報告がありましたけれども御質問はございませんか。 

特にないようでございますので、次の日程２、報告事項等にまいります。 

平成２９年度合志市奨学生の選考結果について御報告をお願いします。 

右田課長。 

 

○右田純司学校教育課長 

それでは、資料の８ページ目をお開きください。 

今年度の合志市奨学生の選考会を５月３０日に行いました。委員のメンバーとしま

しては、民生委員の会長、新規申請者の担当地区の民生委員、新規の申請者の出身中

学校の校長先生と市福祉課長です。 

内容につきましては、新規の申請者が全部で６名です。国公立の高校が２人と私立

の専門学校が１人と私立の高校が２人で、その内の１人が別の奨学金と同時申請をさ

れておりまして、こちらのほうが８月に結果が出るということですので、保留という

形になっております。８月に別の奨学金の申請が通りましたらそちらのほうを利用さ

れるということです。したがって、今のところ５名が決定されております。 

その下の非承認者１名、こちらの方が所得要件で非承認となっております。 

継続の申請者につきましては、全部で９名、全員承認をされております。 

以上で説明を終わります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今、報告があったとおりです。何か御質問ございませんか。 

特にないようですので、選考結果については、以上で終わります。 

次に、（２）７月の行事予定についてお願いします。 
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田中審議員。 

 

○田中正浩教育審議員 

それでは、私のほうから説明をさせていただきます。９ページをお開きください。 

７月５日 管内の教育長会議。 

７日 管内の校長会議。管内の市町村教育委員会連絡会。 

１１日 市内の校長会議。 

１２日 市の教頭会議。 

１３日 ＩＣＴ先進地視察研修。 

２０日 本年度１学期の終業式。 

２２日 マンガミュージアムのオープニング式典。 

２６日 市の童話発表会。 

２８日 市の教育講演会。 

２９日 市の人権教育研修会。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

定例の教育委員会はどの辺が可能でしょうか。 

 

○田中正浩教育審議員 

現在のところ、７月２７日、木曜日の午後からいかがでしょうか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

２７日、木曜日の午後、いかがですか。 

それでは、２７日午後、学習会がある場合には１時から、ない場合は２時からの定

例会ということで記録しておいてください。 

７月行事予定について何か御質問ございませんか。 

２８日と２９日の教育講演会と人権教育研修会ですけども、これは両方とも教育委

員はできるだけ出席ということですか。 

 

○田中正浩教育審議員 

２８日は出席いただければ大変ありがたいと思っております。 

 

○飯開輝久雄人権啓発教育課長 

２９日の研究大会も出席をいただければと思いまして、チラシを持ってまいりまし

たので、後ほど御確認したいとおもいます。この場でいいですか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 
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人権教育研究大会のことについて、説明をお願いしたいと思います。 

飯開課長。 

 

○飯開輝久雄人権啓発教育課長 

第１０回合志市人権教育研究大会について、お手元のチラシの中身を簡単に御説明

いたします。 

毎年実施しているところですが、昨年につきましては、地震でできなかったという

ことで、一昨年が第９回、今年は第１０回という形になります。内容については、人

権教育についての輪を広げませんかということで、７月２９日の土曜日、受付午前９

時、開会９時３０分で正午に閉会となります。場所は市民センターを予定しておりま

す。 

講演につきましては、人権バンド「しんゆう」、演題「つながりを求めて」、右の

下の村上成人さんという笑顔の素敵な方がおられますが、この方が鳥取で人権バンド

を組まれておられ、解放同盟の鳥取県連の委員長でございます。本市には全日本同和

会もありますので、解放同盟の肩書きを付けると、組織的にどうなのかなと思いまし

たので、チラシには県連の肩書きは入れておりませんが、当日は、多分御自身で言わ

れるのかなと思います。この方がバンドで歌と語りでしていただきます。 

その後のパネルディスカッションになりまして、委員の中には御存じの方もおられ

るかと思いますが、テレビ熊本報道部長の荒木さん、それから、熊日の泉さんと今申

し上げました人権バンドの村上さんの３名の方で、コーディネーターは、下から３行

目にありますけれども、池田一也公民館長に務めていただいて、差別用語、不適切用

語について、日常生活の中で人の心を傷つける言葉について考えるということで、進

めていただく予定にしております。 

この後、教育委員の皆さん方から出欠をいただきたいとおもいます。まだ調整がで

きないということであれば、後日でも構いませんので、どうぞよろしくお願いします。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今、説明があったとおりですので、時間があればぜひ参加お願いします。 

７月行事について、何か御質問ないですか。 

童話発表会と教育講演会について、何かわかっておりましたら、連絡をお願いした

いですけれども。 

田中審議員。 

 

○田中正浩教育審議員 

教育講演会につきまして、概略を御説明させていただきます。 

受付は９時３０分から始めたいと思います。開会行事等がありまして、午前中に防

災教育について、幸坂総合教育研究所の代表をしていらっしゃいます幸坂先生からの
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講話を１本お願いしています。 

それから、昼休みを挟みまして、午後から実践発表、教育論文で選ばれました合志

南小学校と、西合志南小学校に実践発表会をお願いしています。その後、小中一貫教

育について、京都産業大学の西川先生から御講話をいただきます。終了が４時１０分

の予定であります。 

御案内につきましては、後ほど郵送をいたしますので、よろしくお願いします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

９時３０分からの受付で終了が４時１０分の予定です。 

童話発表会は、確か午前中だったですかね。 

嶋﨑指導主事。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

今年の童話発表会は、生涯学習課の主催になっております。昨年度は震災のために

県の大会がありませんでしたので、学校教育課のほうで進めさせていただきましたが、

今年は、生涯学習課のほうで担当していただいています。予定の時間としましては、

８時半の受付開始で８時５０分から始めます。そして１２時１０分までの予定になっ

ております。こちらの御案内につきましては、生涯学習課からあると思いますけれど

も、昨年と同じようにお願いしたいと言われていたと思いますので、どうぞよろしく

お願いします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

場所は御代志市民センターですか。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

御代志市民センターで行われます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

ということですので、予定に入れておいてください。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

よろしくお願いします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

７月行事でほかに何か御質問はないでしょうか。 

なければ、その他に移ります。 

６月の議会報告についてお願いします。 

鍬野部長。 
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○鍬野文昭教育部長 

お手元のほうに平成２９年第２回合志市議会定例会報告（教育委員会関係）という

ものをお配りしております。委員さん方には先にお配りしていたと思いますが、これ

について私のほうから一般質問関係、議会の人事案件、この辺について少し説明をさ

せていただきます。 

資料の表紙には会期ということで書いてありますが、実は明日までが今回の定例会

の期間になっております。大体、終わってしまったところでございますけども、明日

が最終日ということです。 

一般質問については、書いてありますように、６月１２、１３日に７名の議員の方

が教育関係について質問をされております。 

３番の常任委員会、６月１６日に終わっておりますが、それぞれ補正の案件等を審

議していただいておりまして、現地調査が合志義塾の跡地を委員会のほうで見られて

おります。 

それでは、１枚めくっていただきまして、議会の定例会の提出事件名ということで、

１番から１５番まで出ておりますけども、教育委員会関係としましては、番号の５番、

６番、７番です。事件名の最後に先議という形でまとめてありますけれども、こちら

については、議決をいただいております。５番のほうが合志市教育委員会委員の任命

についてということで、７月３日に辞令交付ということでありますが、坂本委員の継

続ということになっております。６番が人権擁護委員候補者の推薦というようなこと

で、これは人権啓発教育課関係になります。７番も同様になります。この３件が人事

案件として既に議決をいただいております。 

２ページ以降が今回の一般質問の一覧表になります。２ページから６ページまでが

一覧表になりまして、７ページ以降でその一般質問に対する答弁ということで表を付

けております。 

主なものについて御説明をしたいと思います。 

１人目は、７ページの神田議員です。質問事項としましては、（１）教育行政につ

いてということで、質問の要旨は、①小中学校建設の進捗状況は。とりわけ用地確保

での国とのやりとりは。ということで質問がありました。これにつきましては、右の

ほうに答弁内容ということで書いておりますように、小中学校建設の進捗状況につき

ましては、昨年度に校区の内定を行い、今年度中に公民連携の事業者決定を行う予定

です。ということを先に述べまして、その後に用地確保につきましては、御承知のと

おり、国有地ですので、現在、用地取得に向けて、管轄する九州財務局と必要に応じ

協議を行っていますという答弁をいたしております。 

次に、１２ページをお願いします。青山議員が質問をされております。（７）小中

一貫教育についてということで、その後の進捗等を伺いたいという内容でした。答弁

につきましては、右のほうに書いておりますとおり、本年度は西合志中学校に小中一

貫教育コーディネーターを１名配置し、西合志中学校区における小中一貫教育に関す

る具体的な取り組みを計画、コーディネートをしていただいております。先ほどあり
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ました上田先生のほうに、現在コーディネートをしていただいております。また、年

間を通して、９回の小中一貫教育推進日を設け、各小中学校の必要に応じ、有効に活

用できる時間を確保しました。それから、下から２行目になりますが、昨年度の取り

組みの結果、一番大きかったのは教職員の意識が変わったことですということを述べ

ております。 

それから、１３ページに教職員からは次のような声が聞かれておりますということ

で、○が６つありますが、この６点について報告をいたしております。 

最後に、このような意識の変容を受け、指導体制にも変容が出てきています。例え

ば、３校共通の校内研修テーマを設定し、３校の研究主任連絡会が動き出すなど、合

同で研修を進める体制が整ってきたということです。 

また、６月１日の熊日新聞に掲載されましたように、５月３０日は、地域理解に関

する研修と校内研修の進め方に関する３校合同の研修も開催しておりますということ

で答弁を行っております。 

次に、１５ページになります。青木議員の質問になります。（１）熊本地震の復旧

について、⑥いわゆるお堂やお墓について復興基金を活用した支援はできないかとい

う質問がございました。生涯学習課の答弁としましては、熊本県において復興基金を

活用した地域コミュニティ施設の復旧支援として地域コミュニティ施設等再建支援事

業補助金制度が平成２８年度に設けられている。この事業は被災した地域集落におけ

る地域コミュティの場として長年利用されてきた施設の再建を支援するものです。た

だし、事業の対象としましては、次の４つの要件をすべて満たす必要があります。こ

の４つを満たさないとこの補助の対象にはならないという内容です。 

この補助事業については、５月１９日の嘱託員会議で制度の説明を行っております

ということの答弁をいたしております。 

お尋ねのお堂やお墓についてはどうかという質問に対しての答えは、具体的にはし

ておりません。今お話しましたこの４つの要件を満たせば補助の対象になりますので、

個々の案件になるということになりますので、ここに書いておりますような答弁内容

といたしております。 

次に、１６ページになります。こちらは齋藤議員の質問に対する答弁になります。 

（２）国際化に向けた市の方針についてということで、①、②、③について学校教

育課から答弁をしております。答弁内容の①番の熊本県及び合志市の国内における英

語力の位置付けはという質問がございましたので、右に書いていますように、文部科

学省が平成２８年度の英語教育実践状況調査の結果を発表しておりまして、熊本県の

中学生は４７都道府県と２０の政令市を含む全国６７自治体では、６６位という結果

でしたという答弁だけしております。なお、この調査では、合志市については具体的

なデータがありませんので、不明ですということでお答えをしております。 

あと②番と③番についても、こちらのほうに書いておりますような答弁内容として

おりますので、この辺はまた後ほど見ていただければと思います。 

主なものだけを説明しましたので、ほかにもたくさん質問があっておりますが、お
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時間がある時に目を通されていただければと思っております。 

以上で説明を終わります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今、説明があったとおりですが、議会報告についての御質問ないですか。 

１つお尋ねですが、青木議員がおっしゃった地震復旧関係で、例えば、市が指定し

ている文化財等の破損、そういうものに対する補助というのも復興基金から出せるの

ですか。北里課長。 

 

○北里利朗生涯学習課長 

市の指定等につきましては、別の事業がございまして、そちらのほうでやっていく

ような形になります。復興基金につきましては、先ほど部長が申し上げました４つの

要件を満たすような施設ということで、市のそれぞれの区域から申請を出していただ

いて、庁舎内のメンバーで審査会を設けていますので、その中で判断をしていく形に

なります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

市内の中にも非常に大事な文化財等もありますので、ぜひそういうところへの援助

もお願いしたいと考えています。 

何か御質問はございませんか。 

なければ、次の予算関係のほうにいきます。 

一般会計予算について、右田課長のほうから順番にいいですか。繰越も一緒に、関

係のところを説明お願いします。 

 

○右田純司学校教育課長 

それでは、補正予算のほうを御説明します。資料でいきますと２８ページから３０

ページまでになります。 

学校教育課で補正につきましては、内容としましては３点ありまして、１番目が理

科関係の備品購入費を補正であげております。こちらは国庫補助事業になりますので、

補助率が２分の１になっている事業です。 

２番目が各小中学校に太陽光発電が付いております。それに売電メーターが付いて

おりまして、毎月九電のほうから来て検針して、売電量を見ていますけれども、その

メーター器が７年で交換となっておりまして、今年度がその交換の年になりましたの

で、メーター交換をあげております。 

３番目に事務補助職員１名の賃金分をあげております。 

具体的に御説明します。歳入につきましては、２８ページ目になります。款１５国

庫支出金、項２国庫補助金、目７教育費国庫補助金になります。節につきましては、

１小学校費補助金、こちらの金額が１２０万円です。これが先ほど申しました理科の
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備品購入費の国庫補助分になります。その下が中学校費の補助金になりまして、こち

らも同じく中学校の理科の備品購入費の国庫補助分になります。 

続きまして、歳出になります。２９ページ目になります。款１０教育費、項１教育

総務費、目３学校教育費になります。節につきましては、７番の賃金です。説明とし

ましては、事務補助員の方の賃金です。今年度は学校教育課が１名減になっておりま

す。学務指導班という班がありますが、そちらのほうの業務量が多くて毎日残業して

仕事をしている状態です。その学務指導班関係の書類の受付など単純な作業が結構多

く、学校教育課に県や国からメールでくる文章が年間で大体４,０００件ぐらいありま

す。その内の３,０００件が学務指導班にきていますので、それを受け付けて、発番を

取って決裁に回す。また、各小中学校１０校ありますけれども、そこから財務関係の

帳票が全部学校教育課に集まってきます。その量も多くて、多分、市役所全部の帳票

の４割ぐらいあるのではないかなというぐらいの量です。それを学校から来た分をい

ろいろ整理して、決裁して、また戻してというそういった感じの雑用的なことを事務

補助の方でしていただくというところで、今回１名、予算をあげております。 

続きまして、目２教育振興費です。節１８備品購入費、こちらは小学校になります。

こちらが先ほど申しましたとおり、理科の備品の購入分になります。２４０万２,００

０円です。３校分の理科の機材の購入費になっております。 

その下が委託料になります。２１０万円、こちらも小学校７校分の太陽光発電の売

電メーターの交換です。見積もりを取りましたところ、１校当たり大体３０万円かか

りまして、それの７校分で２１０万円を計上しております。 

続きまして、中学校の分になります。３０ページ目になります。２教育振興費、こ

ちらも備品購入費で、理科の備品購入費になります。中学校が２校分になります。３

７４万５,０００円です。 

続きまして、委託料です。小学校と一緒で中学校も太陽光が付いております。こち

らも見積もりによりますと１校当たり３０万円ですので３校分で９０万円になりま

す。 

補正は以上です。 

続きまして、３４ページ目をお開きください。繰越明許費になります。繰越明許と

は、２８年度で組んだ予算はその年度で使ってしまいますけれども、理由によっては、

そのまま繰り越して今年度使える予算にする手続きが繰越明許という手続きになりま

す。学校教育課分が３４ページの上から４番目です。款１０教育費、項２小学校費と

３中学校費で、事業名が校舎等施設修繕事業の小学校分と中学校分です。小学校につ

きましてが、繰越額が５,３３７万３,０００円、財源内訳としましてが、国県の支出

金、１,３２６万４,０００円、地方債が２,６１３万８,０００円、一般財源が１,３９

７万１,０００円です。 

続きまして、中学校が、繰越額が２億６１９万円です。財源内訳としまして、国県

支出金が４,４８５万１,０００円、地方債が１億３,２３６万２,０００円、一般財源

が２,８９９万７,０００円です。内訳としまして、国の補正予算で特に災害関係です。
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学校の体育館は避難所になりますので、その防災機能強化というところで体育館の中

の吊り天井を撤去する工事をやっておりますので、それに補助が付きました。もう１

つが老朽化対策で大規模改修に付いております。小学校につきまして、中央小学校の

体育館の天井撤去がこの中に１件入っております。あと東小学校の体育館の天井撤去

工事が小学校の内訳となります。中学校につきましては、西南中の体育館の天井撤去

工事と、あとは西南中の大規模改修が入っております。 

もう１つが西南中の少人数教室増築という工事が、２８年度から工事を行っていた

のですけれども、熊本地震の影響でプレハブなどの入手難と、人材不足で今年の６月

に終わりました。そこまで繰り越しておりますので、その分も中学校費に入っており

ます。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

それでは、生涯学習課について、北里課長、お願いします。 

 

○北里利朗生涯学習課長 

資料は説明書の２８ページをお願いいたします。 

４つの表の一番下になります。款２１、項５、目５の雑入になります。こちらの説

明の下のほうになりますコミュニティ助成事業助成金（生涯学習課）ということで１,

０００万円歳入の補正をいたしております。内容につきましては、歳出の中で御説明

をいたします。 

続きまして、歳出になります。３０ページをお願いいたします。 

表が３つございますが、一番下の表、款１０、項５、目１社会教育総務費、こちら

が１,００２万１,０００円、節の２、３、４につきましては、職員の人件費でござい

まして、主に異動に伴うものですので、これ以降も出てまいりますけれども、説明を

しない部分につきましては、異動に伴うものということで御理解をいただきたいと思

います。 

続きまして、目２総合センター費、マイナスの１５７万円としております。減額で

す。こちらにつきましては、７月から総合センターの管理員の人件費が不要になりま

すので、こちら報酬になりますが、その分を減額しております。 

続きまして、目３公民館費１２９万８,０００円、工事請負費といたしまして、泉ヶ

丘市民センターの高圧ケーブル等につきます工事をするところで補正をお願いしたと

ころでございます。 

続きまして、目６文化振興費、２０万２,０００円の増額をお願いしております。こ

ちらにつきましては、節の２、節の３、節の４ということで、増減ございますけれど

も、その分も異動に伴います分でございます。 

続きまして、目７文化財保護費でございます。こちら１,１６２万８,０００円の増

額をお願いしております。こちらにつきましては、節１の報酬につきましては、先ほ
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ど申し上げました、総合センターの管理員が７月から減額しましたが、マンガミュー

ジアムが７月にオープンをいたしますので、そちらへの事務員ということで１６２万

８,０００円の報酬を増額しております。 

それから、節１３委託料、節１５工事請負費、節１７公有財産購入費といたしまし

ては、合志義塾跡の整備をする関係で、工事の設計を委託しまして、周辺を整備する

ということで工事請負費６９０万円、それから、駐車場といたしまして、合志義塾の

近隣の畑を購入するようなところで計画をしております。これにつきましては、カタ

ルパの木というマンガが出ておりまして、それ以降については結構見学者が来られて

いることもありますし、今度秋口にテレビ熊本でドラマを放映するというようなこと

もございますので、その前には整備を行う必要があると判断をいたしました関係で、

今度の６月の補正でこの分を計上したところでございます。 

続きまして、目８図書館費でございます。こちらにつきましての節２、節３、節４

は、指定管理者に２９年度移行しておりますので、委託料の中で人件費等はみられて

おりますので、職員の人件費関係はこちらで減額をしたということでございます。 

節の１８備品購入費につきましては、先ほど歳入の中で１,０００万円の歳入の補正

がありましたけれども、公用車購入ということで、ただいまドンちゃん号が移動図書

館として運行しておりますが、そちらが老朽化に伴いまして買い替えの必要が出てき

たということで、助成金の採択を受けましたので、今回の６月補正にお願いして、購

入を予定するものであります。 

続きまして、款１０、項６、目１保健体育総務費でございます。節２、節３につき

ましては、異動に伴う分でございまして、節１１の需用費でございますが、こちら一

般用消耗品といたしまして、スポーツ推進員の増員を予定しておりまして、その方に

対するユニフォーム代ということで６万６,０００円をお願いしたところでございま

す。 

補正予算につきましては以上でございまして、次は、繰越で、３３ページをお願い

いたします。 

こちらの表の下から３番目でございます。款３、項４、事業名が地区公民館等災害

復旧事業ということで、翌年度繰越が１,３６１万円を繰り越しております。内訳につ

きましては、そちらに記載しているとおりでございます。 

最後のページになります。上から２番目は、款９消防費、項１消防費、防災拠点セ

ンター建設事業ということで、繰越額が４億８,１２０万６,０００円になっています。

内訳はそちらに書いてあるとおりですが、こちらにつきましては、野々島公民館を解

体いたしまして、野々島防災拠点センターという名目で来月から現場のほうで着工い

たしますが、その分の費用でございます。 

それから、下から３番目、款１０教育費、項５社会教育費、社会教育施設太陽光発

電施設整備事業ということで３,６４８万５,０００円の繰り越しをしております。こ

ちらにつきましては、総合センターヴィーブルの屋上に太陽光発電の設備を整えると

ころで計画しておりますが、ただいまヴィーブルが工事中でございますので、繰り越
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しをしております。 

その次、款１１災害復旧費、項３文教施設災害復旧費、社会教育施設災害復旧事業

ということで９億８,８５９万４,０００円は、ヴィーブルの復旧事業でございます。

内訳は記載のとおりです。 

最後、款１１災害復旧費、項３文教施設災害復旧費、事業名が体育施設災害復旧事

業ということで４,４３２万９,０００円を繰り越しております。こちらにつきまして

は、泉ヶ丘体育館と合志市武道館の分でございます。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

それでは、人権教育関係について、飯開課長、お願いします。 

 

○飯開輝久雄人権啓発教育課長 

人権啓発教育課につきましては、民生費のほうで人事異動関係の補正があっており

ますので、今回は教育についてはございません。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今説明があったとおりですが、定例議会関係、それから予算、それから繰越明許等

についての説明、御質問があったらお願いします。よろしいですか。 

それでは、６月議会報告については、以上で終わります。 

続いて、生徒指導についてお願いします。 

嶋﨑指導主事。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

資料は、１１ページ、１２ページになりますので御覧ください。 

１１ページの児童・生徒の状況ということで、５月の各学校の数字を載せておりま

す。５月当該月の連続７日・断続１０日の欠席の日数がある生徒は、小学校、中学校

合計で３０名になっております。その中で不登校傾向の１０日以上の欠席、３０日未

満の生徒については１１名です。不登校の子どもたちは６名、それから不登校でない

が欠席が３０日以上の児童・生徒が６名となっております。この内訳につきましては、

不登校の子どもたち６名あげておりますけれども、いずれも中学校の生徒です。すべ

ての子どもたちについては、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、

女性子ども支援室、または病院とのつながりがすべてできております。昨年度からの

継続の子どもたちがほとんどですけれども、新しい年度になりましてのつながりはで

きているところです。 

それから、不登校傾向の子どもたち１１名となっておりますが、その中で２名の子

どもたちがまだスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、その他の機関

とのつながりができておりませんので、これからつながりをつけていきたいと思って



 

- 15 -

おります。不登校でないけれども、３０日以上欠席している子どもたちにつきまして

は、保護者の意向、それから病気による欠席と聞いております。１人以外の生徒につ

きましては、各機関とつながりを持っておりますけれども、１人の生徒については、

なかなかその病院とのつながりが本人、それから保護者の理解が進まずにおりますの

で、ここについてもこれからケース会議を開きながらやっていきたいと思っておりま

す。 

今あげられた子どもたちの中で全くの新規の子どもは１人でございます。そこにつ

きましても、ＳＳＷとのつながりがスタートしておりますので、子どもたちの連携に

ついては、各学校で取り組んでいただいているところです。とにかく新規の子どもた

ちは、出さないというように学校のほうでも取り組んでいただいているところです。

また、不登校としてあがっている子どもたちにつきましては、昨年度かなり欠席の多

い子どもでしたので、ここにつきましては、医療とのつながりがとても必要な子ども

たちが多いので、医療との、ドクターとの連携を深めながらやっていきたいと考えて

いるところです。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

新規のものが１名いたということでした。これ以上増えないでいけば非常にいいで

すけれども。何か御質問ございませんか。 

３０日以上の中で、全欠の子どもというのは何人おりますか。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

不登校の子どもで全欠の子どもは２人です。それから、不登校でないけれども全欠

の子が４名です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

ほかに何か御質問ございませんか。 

なければ、次に移りたいと思います。 

熊本地震復旧状況について説明お願いします。 

北里課長。 

 

○北里利朗生涯学習課長 

先ほど繰越で申し上げましたけれども、６月２９日に泉ヶ丘体育館が竣工検査を行

います。それから、市の武道館は６月３０日に竣工検査を行います。問題がなければ、

７月の中旬ですが、利用の再開を計画しておりまして、既に回覧等御覧になった方も

いらっしゃるかと思いますけれども、そのようなことで計画をしております。 

ヴィーブルにつきましては、ただいま毎週のように定例会議を行いまして、業者と

の打ち合わせを行っております。一応予定どおり、計画どおりには進んでおるところ
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でございます。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

ヴィーブルを残した施設については、７月からの運用開始が望めるということでし

た。 

復旧等について、何か御質問ないでしょうか。 

なければその他に移ります。 

その他の件でほかにございませんか。 

田中審議員。 

 

○田中正浩教育審議員 

資料は準備しておりませんが、昨年度に続いて、今年の夏休み、夏季休業中も学校

の閉庁を実施していきたいと考えているところです。昨年度、実施しましたところ、

大変先生方がゆっくりとした気持ちで余裕を持って休暇が取れるというような状況で

ありました。本年度は、８月１４日の月曜日と８月１５日の火曜日、この２日を閉庁

としたいと思います。そうすることで、金曜、土曜、日曜、月曜、火曜、５連休にな

るという内容で、現在、起案をしているところです。まだ決定ではございませんが、

案として御報告をさせていただきます。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

昨年度から懸案であったことが実行されるようでございます。 

ほかにありませんか。 

北里課長。 

 

○北里利朗生涯学習課長 

この場で申し上げるべきことではないかもしれませんが、５月から学芸員が２名体

制にしていただきまして、１人は、民族学関係、それからもう１人は、文化財関係と

いうことでしたが、１名が病気の関係で金曜日から７月いっぱい休暇をとりまして手

術、入院、療養という形になりました。まだ診断書が出てきておりませんので先のこ

とは、はっきりとわかりませんけれども、そのような形となっておりますことを御報

告申し上げておきます。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

早く元気になられるようにと思います。 

ほかに、その他でプリントが回っておりましたけれども、学校訪問の日程が決まっ
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ておりますので確認しておきますが、総合訪問が１０月２５日、合志小、それから１

０月３１日、西合志中、それから１１月１７日が西合志東小、それから市の経営訪問

が９月２５日、西南中、それから１０月２０日、合志南小、それから１１月１９日が

西合志中央小となっておりますので、委員の皆様は予定のほうをよろしくお願いして

おきます。何かこの件で補足があればお願いします。補足ありませんね。 

では、その他で何か連絡、報告ございませんか。 

それでは、いつもでしたらこの後学習会に移るわけですけれども、特に学習会課題

というのは設定しておりませんが、事前の意見交換会の中では、新設校についてのあ

り方を教育委員会、教育委員同士意見交換をしたところでございます。 

では、次回について、学習課題等の何か提案がございましたらお願いしたいと思い

ますが。 

 

○惠濃裕司教育長 

引き続き、小中一貫関係で何かあればまた議題にあげるということもできるかと思

います。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

それでは、先ほど意見交換をしましたけれども、１時から今日のようなフリートー

キング、意見交換を実施しますので、小中一貫教育について、あるいは、新設校につ

いてのいろんな御意見、そのことでお気付きの点がありましたらそこで考えていきた

いと思いますのでよろしくお願いします。 

それでは、私の進行はこれで終わりたいと思います。進行を教育長にお返しします。 

 

○惠濃裕司教育長 

髙見委員におかれましては、司会進行大変ありがとうございました。 

２３日付け、恵楓園の関係で自治会から現地保存活用を断念するという新聞記事が

ありました。２２日付けについても、このことに言及された部分があったかと思いま

す。施設も老朽化した状態で残すということは難しいということ、それから、地域住

民との融和、これも判断材料であると思いますが、私は苦渋の判断、御英断だったと

思うところでございます。自治会におかれては、国にはそれにかわる施設を、御要望

をされているところでございますけども、国のほうからこれについての何も言及され

ていないということでございます。私個人としましては、啓発、教育といったところ

は、その要望に、応えていただきたいなという思いは持っておりますけれども、新設

校におきましては、そういった思いに応えるといいますか、ハンセン病問題の発信学

校としての、発信できる学校をつくっていかなければならないということをまた改め

て強く思ったところでございます。 

以上をもちまして、本日の教育委員会定例会を閉じたいと思います。 

御苦労様でございました。ありがとうございました。 



 

- 18 -

 

午後３時４１分 閉会 

 

 

 

 


